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平成 22 年度監査結果の公表

平成 23 年度日出町区長名簿

特集 防災

災害に強いまちづくり



特集　防災

災害に強いまちづくり
　３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震による巨大な津波は、死者・行

方不明者数２万４千人以上、家屋の全半壊が約１０万棟という甚大な被害をも

たらしました。

　想定外の災害が起きたとき、その被害は計り知れません。今回の震災を受け、

多くの自治体が防災体制を見直さなければいけないと感じています。

　日出町も例外ではありません。これまでの災害基準を見直し、より災害に強

いまちづくりを進めていく必要があります。

　「想定外」を「想定内」ととらえた、防災体制の強化が求められています。

日
出
町
の
現
状　

　

日
出
町
は
大
き
な
河
川
も
な
く
、
比
較

的
自
然
災
害
が
少
な
い
町
で
す
。
そ
の
た

め
、
災
害
に
対
す
る
意
識
が
や
や
希
薄
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
海
と
山
に

囲
ま
れ
た
日
出
町
に
は
、
地
震
の
発
生
に

よ
り
津
波
や
土
砂
災
害
な
ど
が
起
き
る
危

険
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

大
型
台
風
時
に
は
、
豊
岡
漁
港
や
川
崎

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
床
下
浸

水
の
被
害
な
ど
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
平
成
19

年
６
月
に
別
府
市
を
震
源
地
と
す
る
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
出
町
で
も
震
度
１

か
ら
震
度
４
ま
で
の
地
震
が
断
続
的
に
発

生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
か
ら
４
１
４
年
前
。
瓜
生
島

が
沈
ん
だ
と
い
わ
れ
る
別
府
湾
を
震
源
地

と
す
る
大
地
震
で
は
、
日
出
町
に
も
大
津

波
が
襲
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
川
崎
の
金
井
田
川
を
津

波
が
上
り
、
標
高
32
ｍ
の
千
騎
あ
た
り
ま

で
海
水
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

30
年
以
内
の
発
生
確
率
は

60
％
〜
70
％

　

平
成
16
年
に
見
直
し
を
行
っ
た
日
出
町

防
災
計
画
は
、
今
後
発
生
す
る
と
予
測
さ



れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
の
規
模
を

想
定
し
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
今
後
30
年
以

内
の
発
生
確
率
が
60
％
〜
70
％
と
高
く
、

地
震
の
規
模
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
６

と
大
規
模
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
の
震
度
は
５
弱
、
地
震
発
生

か
ら
１
時
間
20
分
程
度
で
２
ｍ
〜
３
ｍ
の

津
波
が
襲
っ
て
く
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

日
出
町
の
防
災
対
策

知
っ
て
お
こ
う
！

災
害
危
険
場
所
と
避
難
場
所

　　
「
日
出
町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　

昨
年
３
月
、
地
域
ご
と
に
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
場
所
や
津
波
浸
水
想
定
区
域
、
避

難
場
所
な
ど
を
示
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

各
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
、
ど
の

よ
う
な
災
害
の
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
万
が
一
の
際
の
避

難
場
所
や
避
難
経
路
、
家
族
と
の
連
絡
の

と
り
方
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
日
ご
ろ

か
ら
の
準
備
で
す
。

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達

　

日
出
町
で
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
防
災
行
政
無
線
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）

は
、
国
か
ら
発
信
さ
れ
た
災
害
や
他
国
か

ら
の
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人

工
衛
星
に
よ
る
通
信
網
を
利
用
し
て
瞬
時

に
受
信
で
き
る
設
備
で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
役
場
か
ら
の
情
報

を
無
線
で
飛
ば
し
、
音
声
放
送
を
行
う
設

備
で
す
。

　

こ
の
２
つ
の
設
備
を
接
続
す
る
こ
と
で
、

国
か
ら
受
信
し
た
緊
急
情
報
を
、
遅
く
と

も
30
秒
以
内
に
住
民
ま
で
伝
達
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
器

を
、
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
海
岸
沿
い

の
９
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
必
要
性
の
高
い
沿
岸
部
に
優
先

的
に
設
置
を
行
っ
て
い
き
、
平
成
30
年
度

ま
で
に
町
内
41
箇
所
に
屋
外
拡
声
器
を
設

置
す
る
計
画
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
中
の
三
、
軒
の
井
、

真
那
井
、
八
代
の
沿
岸
部
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地区ごとに作成した防災マップ

全国瞬時警報システム

防災行政無線



危
険
予
想
箇
所
の
解
消

　

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
崖
地

や
水
害
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
池
な

ど
を
、
災
害
時
の
危
険
箇
所
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
度
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
分
け
を

し
、
緊
急
性
が
あ
る
も
の
か
ら
改
修

工
事
を
行
い
、
危
険
度
の
軽
減
及
び

危
険
予
想
箇
所
の
解
消
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
毎
年
６
月
に
は
、
県
や
自
衛

隊
、
消
防
署
な
ど
と
連
携
し
、
危
険

箇
所
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
現
地
の
状
況
確
認
と
今
後
の
対

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
を
強
化

災
害
想
定
規
模
の
見
直
し

　

今
回
、
被
災
地
と
な
っ
た
地
域
に

は
、
記
録
が
残
っ
て
い
る
限
り
過
去

に
４
回
も
大
地
震
が
発
生
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
津
波
に
よ
る
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
行
政
も
住
民
も
防
災

意
識
は
高
く
、
防
潮
堤
の
整
備
や
津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
ひ
ん
繁

に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ほ

ど
の
被
害
が
出
て
し
ま
っ
た
の
は
、

想
定
し
て
い
た
規
模
よ
り
も
は
る
か

に
大
き
な
規
模
の
災
害
だ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

前
の
ペ
ー
ジ
で
書
い
た
よ
う
に
、

日
出
町
で
は
今
後
発
生
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」

の
規
模
を
想
定
し
、
防
災
計
画
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
震
災
を
教
訓
に
、

予
想
さ
れ
る
地
震
や
津
波
の
規
模
を

引
き
上
げ
、
そ
れ
に
応
じ
た
避
難
場

所
の
設
定
と
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

海
抜
の
調
査

　

今
回
の
震
災
発
生
後
、
住
民
か
ら

自
宅
周
辺
や
避
難
所
の
海
抜
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

「
遠
く
」
よ
り
も
「
高
く
」
に
逃
げ

る
こ
と
が
鉄
則
で
す
。
今
後
、
沿
岸

部
や
避
難
所
な
ど
を
中
心
に
海
抜
測

量
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
看
板
な
ど

で
表
示
す
る
よ
う
に
計
画
中
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
抜

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
地
図
サ
イ

ト
も
あ
り
ま
す
。
自
宅
の
あ
る
場
所
の

海
抜
を
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、

地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
た
任
意
の
団

体
で
す
。

　

普
段
は
防
災
訓
練
な
ど
を
行
い
、

地
域
と
し
て
災
害
に
備
え
る
活
動
を

行
い
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
へ
の

情
報
伝
達
や
避
難
誘
導
、
救
出
救
護

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、
77
の
自
治
区
全
て

に
、
区
長
を
長
と
す
る
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
区
に
よ
り
活
動
に
温

度
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
毎
年
の
よ

う
に
防
災
訓
練
し
た
り
、
避
難
経
路

図
を
作
成
し
て
各
戸
に
配
布
し
た
り

す
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
震
災
後
、

津
波
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
区
は
山
側

だ
か
ら
津
波
の
心
配
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
象
庁

の
方
が
、「
日
出
町
は
傾
斜
地
が
多

く
あ
る
の
で
、
津
波
よ
り
土
砂
災
害

の
危
険
性
の
方
が
高
い
の
で
は
」
と

い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
に
よ
り
防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

昨年度の防災パトロールの様子

南浜区の津波避難訓練

特集　防 災



被災地への支援内容を検討

支援物資をトラックで搬送

「
被
災
者
支
援
の
会
」
設
立

　

３
月
16
日
、
町
や
商
工
会
、
区
長
会
、

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
10
団
体
の

代
表
が
出
席
す
る
中
、
日
出
町
が
一
丸

と
な
っ
て
、
被
災
地
支
援
に
取
り
組
も

う
と
、「
被
災
地
支
援
の
会
」
が
設
立

さ
れ
、
今
後
の
支
援
内
容
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

支
援
物
資
を
募
集
、
県
を
通

じ
て
被
災
地
へ
届
け
る

　

震
災
後
、
日
出
町
で
は
飲
料
水
や
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
、
紙
お
む
つ
、
毛
布
な

ど
の
日
用
品
の
募
集
を
行
い
、
多
く
の

住
民
や
企
業
、
団
体
か
ら
の
暖
か
い
支

援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
支
援
物
資
（
ダ
ン
ボ
ー
ル

１
１
６
箱
分
）
は
、
県
を
通
じ
て
被
災

地
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
亘わ

た
り理

町
を
支
援

　

４
月
14
日
に
、「
被
災
者
支
援
の
会
」

を
開
催
し
、
日
出
町
と
面
積
や
人
口
規

模
が
ほ
ぼ
一
緒
で
あ
る
こ
と
や
、
町
花

が
サ
ザ
ン
カ
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
共

通
点
が
多
く
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か

ら
、
宮
城
県
亘
理
町
を
集
中
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
に
は
、「
町
の
復
興
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
工
藤
町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
集
ま
っ
た
義

援
金
の
一
部
で
あ
る
１
千
万
円
を
亘
理

町
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
は
、

亘
理
町
か
ら
支
援
要
請
の
あ
っ
た
塩
や

味
噌
、
缶
詰
、
下
着
、
夏
用
衣
類
な
ど

の
支
援
物
資
を
募
集
し
ま
し
た
。
５
月

19
日
に
は
、
集
ま
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

３
７
２
箱
分
の
支
援
物
資
を
載
せ
た
10

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
、
亘
理
町
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

　

亘
理
町
の
被
害
状
況
は
、
住
宅
の
全

半
壊
約
２
千
棟
、
死
者
行
方
不
明
者
数

約
２
８
０
人
。
１
４
０
０
人
以
上
が
避

難
所
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
農
産
物

や
生
活
必
需
品
な
ど
を
定
期
的
に
亘
理

町
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

職
員
を
派
遣

　

震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
岩

手
県
宮
古
市
に
、
日
出
町
役
場
の
職
員

３
人
を
派
遣
し
ま
す
。

　

派
遣
期
間
は
６
月
３
日
〜
11
日
ま
で

の
９
日
間
。
避
難
所
で
の
健
康
相
談
や

避
難
者
の
身
の
回
り
の
お
世
話
な
ど
を

行
い
ま
す
。

被
災
地
支
援
と
町
の
取
り
組
み

５月19日現在
被災者支援の会に集まった
支援物資及び義援金

●支援物資　
　ダンボール 488 箱分
●義援金　
　16,247,708 円



　

高
齢
者
向
け
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
の
軽
食
喫
茶

を
運
営
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

事
業
内
容　

　

 

次
の
①
②
の
両
方
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

① 

日
出
町
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

② 

日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
軽

食
喫
茶

＊ 

①
に
つ
い
て
は
、
日
出
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
実
施
要
綱
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■ 

実
施
条
件　

　

 

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
貸
出
／
調

理
室
の
使
用
料
及
び
光
熱
水
費
は
減

免
■ 

選
定
方
法　

入
札
方
式

■ 

入
札
内
容　

　

 

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
に
係
る
１

食
あ
た
り
の
日
出
町
か
ら
の
助
成
単

価
入
札

■ 
契
約
期
間　

　

 

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

（
以
降
３
年
に
１
度
入
札
を
行
う
予

定
）

■ 

入
札
参
加
資
格　

○
町
内
の
法
人
で
あ
る
こ
と
。

■ 

入
札
説
明
会
の
日
程
及
び
会
場

　

 

６
月
28
日
（
火
）
13
時　

役
場
３
階

３
３
２
会
議
室

■ 

問
合
先　

健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

☎
73
‐
３
１
３
０

委
託
事
業
者
を
募
集

配
食
サ
ー
ビ
ス
と
軽
食
喫
茶

　

広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
て
い

る
市
町
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
市
町
窓
口

で
も
次
の
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
参
加
市
町　

　

 

大
分
市
／
別
府
市
／
中
津
市
／
竹
田

市
／
杵
築
市
／
宇
佐
市
／
由
布
市
／

国
東
市
／
日
出
町
／
九
重
町
／
佐
伯

市
／
豊
後
大
野
市

＊ 

豊
後
大
野
市
、
佐
伯
市
は
７
月
１
日

か
ら
参
加
予
定
。

■
交
付
で
き
る
証
明
書　

　

 

住
民
票
の
写
し
／
印
鑑
登
録
証
明
書

／
戸
籍
謄
・
抄
本
／
戸
籍
の
附
票
／

身
分
証
明
書

■
問
合
先　

住
民
課
戸
籍
係

　

☎
73
‐
３
１
２
２

他
市
町
村
の
窓
口
で
も

各
種
証
明
書
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す

広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安
全
を
見
守

る
「
交
通
指
導
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

募
集
人
員　

豊
岡
・
大
神
・
日
出
の
各

地
区
１
名

■ 

任
期　

平
成
23
年
10
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日
（
再
任
は
可
）

■ 

職
務
内
容　

交
通
安
全
運
動
の
推
進

及
び
普
及
／
学
童
及
び
園
児
の
交
通

事
故
防
止
／
車
輛
等
の
安
全
運
行
／

街
頭
指
導
／
そ
の
他
交
通
安
全
指
導

■ 

報
酬　

年
額
５
５
，
０
０
０
円
（
平

成
23
年
度
は
６
カ
月
間
の
た
め

２
７
，
５
０
０
円
）

■ 

募
集
締
切　

７
月
22
日
（
金
）

■ 

問
合
先　

生
活
環
境
課

　

☎
73
‐
３
１
２
８

交
通
安
全
を
推
進

交
通
指
導
員
を
募
集

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



家庭用生ごみ処理容器
の購入に補助

対象者　町内在住の方
補 助金額　１基につき購入金額の２分の１
とし、1世帯につき２基までとします。
ただし、次のとおり限度額があります。
○電動式・・・１基につき２万円
○電動式以外・１基につき３千円

ごみステーション設置に
補助

補 助対象　町内のごみステーションを設置
する自治区

補 助金額　ごみステーション設置総額の２
分の１とし、限度額は１箇所につき３万円。

問合先　生活環境課　☎73‐3128

　

「
日
出
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
農
園
の
場
所　

川
崎
４
３
８
番
地
１

■
区
画
面
積　

　

１
区
画
（
５
ｍ
×
８
・
５
ｍ
）

■ 

申
込
期
限　

６
月
20
日（
月
）申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選

■ 

利
用
期
間　

平
成
24
年
３
月
ま
で

（
１
年
更
新
で
最
長
５
年
）

■
利
用
料
金　

６
，０
０
０
円
／
年

＊
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
は
月
割

■
園
内
設
備

　

水
道
・
駐
車
場
・
簡
易
倉
庫

■
利
用
上
の
注
意

○
営
利
目
的
の
作
物
栽
培
は
不
可
。

○
野
菜
、
草
花
な
ど
の
栽
培
の
み
。

○
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

　

☎
73
‐
３
１
２
７

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

野
菜
や
花
づ
く
り
に
農
園
を
お
貸
し
し
ま
す

　

７
月
に
、
農
業
委
員
統
一
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
定
数
は
14
人
で
す
。
そ
の
内
、

各
種
団
体
か
ら
の
選
任
委
員
が
５
人

で
、
残
り
の
９
人
の
委
員
を
選
挙
に
よ

り
選
び
ま
す
。

■
選
挙
区
及
び
定
数

○ 
第
１
選
挙
区（
南
端
・
豊
岡
・
日
出
・

藤
原
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
人

○
第
２
選
挙
区
（
川
崎
・
大
神
）・
５
人

■
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

○
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

○
20
歳
以
上
の
者
。

○ 

10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
者
。

ま
た
、
そ
の
同
居
の
親
族
で
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
農
作
業
に
従
事
す

る
も
の
。

＊ 

た
だ
し
、
本
年
１
月
１
日
現
在
で
選

挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
方
に
限
り

ま
す
。

■
問
合
先　

農
業
委
員
会　

　

☎
73
‐
３
１
２
５

農
業
委
員
統
一
選
挙
が

７
月
に
行
わ
れ
ま
す

　

経
年
減
点
補
正
率
基
準
表
の
「
冷
凍

倉
庫
用
の
も
の
」
か
ら
「
冷
蔵
倉
庫
用

の
も
の
（
保
管
温
度
が
10
度
以
下
に
保

た
れ
る
倉
庫
）」
に
改
め
ら
れ
、
平
成
24

年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
と
評
価
額
算
出
に

お
け
る
減
価
年
数
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
倉
庫
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
資

産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
倉
庫
は
、
事
前
に
実
地

調
査
が
必
要
で
す
。

○ 

家
屋
の
構
造
が
非
木
造
の
倉
庫
用
建

物
で
あ
る
こ
と
。

○ 

保
管
温
度
が
冷
蔵
設
備
に
よ
っ
て
10

度
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。

○ 

建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫
（
事
務
所
な

ど
冷
蔵
倉
庫
以
外
で
使
用
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
場
合
、
床
面
積
の
50
％

以
上
が
冷
蔵
倉
庫
）
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

＊ 

常
温
の
倉
庫
内
に
プ
レ
ハ
ブ
方
式
冷

蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
等
を
設
置
し

て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
73
‐
３
１
２
３

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
の

評
価
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
す

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
か
ら
適
用

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項及び第７項の規定に
基づき、平成２２年度定期監査及び財政援助団体の監査を実施しましたので、同
条第９項の規定により、その結果を公表します。

　平成２３年３月３１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日出町監査委員　　阿　部　長　夫　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日出町監査委員　　熊　谷　健　作　

監 査 結 果 の 公 表

　定期監査として、年次計画に基づき平

成２２年１１月２日より平成２３年１月

２０日まで町長部局の各課、教育委員会

部局、議会等の各事務局、抽出による中

学校２校、小学校１校、幼稚園１園及び

施工中の工事を対象に阿部長夫委員、上

野公則委員が監査を行いました。

　平成２２年度における財務に関する

事務・事業が予算及び関係法令等に基

づき適正で効率的に執行されているか

を着眼点とし、関係資料及び諸帳簿の

ほか、関係書類の提出を求め、担当職

員からの説明聴取により実施しまし

た。また、現地監査では現場確認並び

に学校長、各関係職員の立会による施

設の運営、管理状況を、工事監査では

現場において工事状況等についての説

明を聴取しました。

　関係諸帳簿等を照合確認した結果、歳

入・歳出ともに、予算及び関係法令等に

基づき正当な手続きにより執行され、概

ね適正に処理されていると認めたところ

ですが、一部不適正な処理が認められ、

指摘するとともに是正を求め、併せて指

導、要望をしたころであります。

　町長部局では、総務課に、職員が各種

団体の金銭管理等の代理をしていること

について改善を求めるとともに、随意契

約については、明確な理由等を求め、商

工観光課には、検査調書の不備の改善と、

随意契約の締結については、財務規則に

基づき適正な処理を求め、健康増進課に

は、補助金収入に対して支出の少ない団

体には適正な処理について指摘をし、福

祉対策課は、保育所入所要件の定期的な

確認と、備品台帳の管理の定期的な実施

を求め、上下水道課には、予定価格を超

えた入札の適正化及び使用料について

は、公平公正な立場から収納率の向上に

引続き努力をするよう求めました。

　教育委員会部局では、教育総務課に学

校の光熱水費について管理と節減を求

め、各小中学校に対して、使用料の取り

扱いを統一的処理をするよう指摘し、ま

た、生涯学習課には、使用料の遅滞があ

る団体に対し徴収の徹底を求めました。

　以上、各課等に指摘、指導、要望し再

発防止を強く求めたところであります

が、財務及び行政事務の執行状況は概ね

良好であると認めたところです。

　また、工事状況も安全性を確保し施行

されていることを確認しました。

　財政援助団体監査として、日出町観光

協会及び日出町社会福祉協議会における

平成２２年度の出納、その他の事務の執

行について平成２２年１１月９日及び

１８日に監査を行いました。

　町からの補助金が交付目的に従って適

正かつ効率的に執行されているか、また、

財政援助に係る出納経理その他の事務処

理が適正に行なわれているか等につい

て、補助金等交付申請書及び確定通知書

をはじめ予算書、決算書、実績報告書等、

関係書類の提出を求め、審査を行うとと

もに、担当職員から説明を聴取しました。

　監査の結果、日出町観光協会に対し、

会員の加入促進による収入の確保と販売

手数料の適正な管理に努めるよう要望し

ました。

　その他は、財政援助の目的に従って概

ね適正に執行されていることを認めまし

た。

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　4 月 26 日、役場で日出町区長会総会が開
催され、土井功区長会長が「微力ではあり
ますが、町の発展のために尽力したい」と
あいさつしました。
　総会のあと、退任された区長に対して感
謝状贈呈式が行われ、退任された 18 人の
区長を代表して酒井孝光氏と淺野三郎氏に
感謝状を贈りました。

平成23年度の各地区の区長が決まりました

区長会総会の様子

区　名 氏　名

南　

端

目 刈 吉 野 八 蔵

高 平 衛 藤 芳 秋

薄 尾 菅 原 俊 治

今 畑 髙 橋 圀 隆

柏 川 森 　 勉

豊　

岡

太 田 髙 橋 信 朝

是 城 廣瀬紀久夫

長 野 今 村 昭 治

法 花 寺 児 玉 壽 雄

上 の 原 阿 部 陽 一

宮 の 下 小 深 田 繁

中 の 二 宮 村 君 夫

中 の 三 一 宮 敬 司

影 の 木 中 島　 清

西 の 一 池 部 長 行

西 の 二 亀 井　 進

西 の 三 本 田 哲 明

西 江藤晟太郎

新 町 利 光　 武

仲 町 髙 野 昭 二

本 町 土 井　 功

小 浦 安 部 德

影 平 中 元 清 己

団 地 東 岩 本 隆 治

団 地 西 中 野 成 男

団 地 南 安 部 哲 郎

団 地 北 安 藤 　 覺

区　名 氏　名

日　

出

南 浜 石 和 正 吉

北 浜 川 野 武 城

若 宮 金 丸 宥 韶

下 町 阿 部 信 夫

本 町 德 永 尚 正

中 央 堤 　 公

八 日 市 沼 田 辰 治

西八日市 目 代 憲 夫

佐 尾 三 重 野 博

上 仁 王 阿 部 三 郎

東 仁 王 大 神 　 健

堀 浅 田 典 雄

内 堀 中 野 勝 司

日出団地 小嶋俊一郎

藤　

原　

東 部 鶴 田 正 昭

南 部 幸　 隆 信

西 部 吉 野 光 政

中 部 利光泰一郎

一 北 木 付 幸 一

赤 松 工 藤 成 喜

自 然 郷 吉 田 壽 樹

川　

崎

宗 行 酒 井 壯 六

則 次 吉 弘 秀 二

辻 の 尾 河 村 公 司

成 行 田 辺 信 市

千 騎 廣 瀨 幸 太

大 峯 笠 置 英 機

区　名 氏　名

川　

崎

平 原 阿 部 幸 義

東小深江 笠 置 正 幸

西小深江 楢 迫 信 雄

内 野 手 嶋 玉 夫

青 津 山 德 丸 末 昭

大　

神

北 大 神 小 石 清 美

南 大 神 堀 　 質

後 村 辻 本 正 雄

中 村 堀　 伸 幸

中 央 阿 部 　 隆

三 尺 山 菅　 博 孝

上 深 江 佐 藤 壽 一

高 尾 中 野 　 守

日比の浦 上 田 光 正

港 岩 尾 龍 二

牧 の 内 香 野 武 道

軒 の 井 平 田 光 昭

原 山 松 本 　 宏

片 原 津 三 浦 天 大

照 川 河 野 久 男

真 那 井 八 坂　 壮

八 代 宇都宮善三

小 出 原 水 浦 節 子

各区の区長名簿

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　５月14日・15日の両日、日出城址周辺で「城下か
れい祭り」が開催されました。
　今年は、東日本大震災の被災者に配慮し、テープ
カットや海上パレード、花火大会などの華美な催
しはなかったものの、町内外から２日間でおよそ
３万７千人が訪れました。
　事前予約で受け付けた「城下かれいミニ懐石賞味
会」1,000食は完売。町内４つの専門店で城下かれ
いの味を楽しみました。また、日出漁協で販売され
たブリ丼も大人気でした。
　日出小学校グラウンドのメインステージでは、フ
ラダンスやチャリティーゲーム大会、辻間楽、別府
大学書道研究室の生徒による書道パフォーマンス、
河内明美オンステージなどが行われました。
　他にも、農業見学ミニツアーや城下まち歩き、野
外茶席などが設けられ、多くの方で賑わいました。

城下かれいの味を堪能

第26回城下かれい祭り



障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

結
団
式

正
々
堂
々
と
戦
う

　

５
月
20
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
日
出
町
選
手
団
結
団
式
」
が

行
わ
れ
、
選
手
ら
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
式
で
は
、
団
長
が
「
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
、
町
の
代
表
と
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

橋
爪
優
さ
ん
（
陸
上
競
技
）
が

「
最
後
ま
で
正
々
堂
々
と
戦
う
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
選
手
宣
誓

し
ま
し
た
。
大
会
は
、
５
月
28
・

29
日
の
両
日
、
大
分
市
で
開
催
さ

れ
、
陸
上
・
水
泳
・
卓
球
・
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
、
日
出
町
か

ら
48
人
が
参
加
し
ま
す
。

日
本
料
理
専
門
店
と
し
て
オ
ー
プ
ン

的
山
荘
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
店
舗
地
鎮
祭

地
元
の
経
済
発
展
に
期
待

　

５
月
10
日
、
高
校
跡
地
で
ケ
ー

ズ
デ
ン
キ
の
店
舗
建
設
に
か
か
る

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
者
お
よ

そ
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
進
出
に
よ

り
、
地
元
経
済
が
発
展
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
は
今
年
の
10
月

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
平
成
24

年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。

　

的
山
荘
が
日
本
料
理
の
専
門
料

亭
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
５
月

11
日
に
開
業
し
ま
し
た
。

　

営
業
を
始
め
た
の
は
、
的
山
荘

の
指
定
管
理
者
で
あ
り
、
旅
館
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
（
株
）
ま

る
ひ
で
（
小
野
秀
幸
社
長
）
。

　

前
日
の
10
日
に
は
内
覧
会
が
開

催
さ
れ
、
関
係
者
が
出
席
す
る

中
、
料
理
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
小
野
社
長
が
「
県
内
産

の
食
材
を
多
く
使
い
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
料
亭
に
し
た
い
」
と
。
工

藤
町
長
が
「
町
の
食
文
化
の
発
展

に
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

内覧会でオープンを祝う参加者

地鎮祭の様子

選手宣誓をする橋爪さん

西
教
寺
音
楽
会

幻
想
的
な
音
色
を
楽
し
む

　

５
月
21
日
、
日
出
本
町
に
あ
る

西
教
寺
本
堂
で
「
西
教
寺
音
楽

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
教
寺
婦
人
会
が
瀧

廉
太
郎
の
没
後
１
０
０
年
を
記
念

し
て
始
め
た
も
の
で
、
今
年
で
10

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
一
流
の
演

奏
家
３
人
を
迎
え
、
荒
城
の
月
な

ど
13
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
２
５
０
人
の
観
客
は
、

本
堂
に
響
く
ヴ
ィ
オ
ラ
や
ピ
ア
ノ

の
幻
想
的
な
音
色
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。

本堂に美しい音色が響きわたります

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
政策推進課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



早期発見・早期治療

特定健診・がん検診の申し込みはお済みですか
　「平成２３年度特定健診・がん検診申込書」に必要事項を記入し、申込書に添付し
てある封筒で投函、または窓口にお持ちください。
　申込用紙がない場合は、健康増進課かお近くのスーパー、各地区ふれあいセンター
等に備え付けています。

申込期限　7月１５日（金）

特定健診・がん検診の日程

受　　診　　場　　所 受診できる項目 実施期間

施設健診 厚生連健康管理センター
・特定健診
・がん検診
＊オプションあり

４月～10月

町内医療機関

日出児玉病院 ・特定健診
・ がん検診（肺／大腸／胃
／前立腺）

サンライズ酒井病院

鈴木病院

岡田内科クリニック

・特定健診
こうまつ循環器科内科クリニック

島田内科クリニック

日出中央医院

地区の健診 地区の公民館等

・特定健診
・ がん検診（肺／大腸／胃
／前立腺／子宮／乳）
・骨粗しょう症検診

5月～ 12月

　「平成２３年度特定健診・がん検診申込書」に必要事項を記入し、申込書に添付し
てある封筒で投函、または窓口にお持ちください。
　申込用紙がない場合は、健康増進課かお近くのスーパー、各地区ふれあいセンター
等に備え付けています。

申込期限　7月１５日（金）

＊乳がん検診は定員があります。
＊ 保険の種類によっては、上記会場で特定健診が受診できない場合もありますので事前に確認し

てください。

申込・問合先　健康増進課　☎73－3130

６月５日　河野医院 72‐2302

　　12日　真那井診療所 72‐5270

　　19日　酒井医院 72‐2624

　　26日　日出児玉病院 72‐2724

７月３日　矢野小児科医院 72‐1011

　　10日　鈴木病院 73‐2131

　　17日　サンライズ酒井病院 72‐2266

　　18日　大石内科医院 72‐2121

●休日当番医
※診療時間  9：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！
さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動（10時 30分～）
○ 0～ 1歳児クラス　14日・21日・28日
○ 3～ 5歳児クラス　15日・22日・29日
○ 2歳児クラス　16日・23日・30日
■巡回児童館（のびのび子育て相談）
　7日（火）10時 30分～　町中央公民館
■わくわく保育園（要申込）
　 9 日（木）10 時 15 分～平成 19 年 4 月 1
日～平成 20年 3月 31 日生　給食費とし
て１組 400円必要
■赤ちゃん広場（0歳児　要申込　200円）
　10日（金）10時 30分～
■絵本の読み聞かせ
　11日（土）10時 30分～
■七夕まつり・そうめん流し
　7月 2日（土）10時 30分～

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金 9時～ 16時
■出張子育て相談（0歳～就学前）
　14日（火）10時～ 12時　町中央公民館
■歯科講習会
○ 0歳～ 2歳　16日（木）10時 30分～
○ 0歳～就学前まで 30日（木）11時～
■赤ちゃん広場（0歳～ 2歳）
　8日（水）・16日（木）・22日（水）
　10時～ 12時
■6月誕生会（就学前まで）
　20日（月）11時～
■エアロビクス教室（就学前まで）
　10日（金）・24日（金）10時 45分～

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■親子リトミック教室（乳幼児　要申込）
　7日（火）11時～ 12時　ボール持参
■ レクリエーション大会（年長児～小学生
要申込）

　11日（土）13時 30分～ 15時 30分
　上靴、タオル、水筒持参
■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）　
　17日（金）11時 15分～ 11時 45分
■積み木で家を作ろう（小学生・要申込）
　22日（水）15時～ 16時 30分

●
申
込
締
切　

５
月
25
日
（
水
）

● 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

子
ど
も
手
当
制
度
が
半
年
間

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

　

「
子
ど
も
手
当
」
は
、
平
成
23
年
４

月
〜
９
月
ま
で
の
半
年
間
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額

１
３
，
０
０
０
円
が
引
き
続
き
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
の
振
込
日
は
６
月
13
日
（
月
）

で
す
。
今
回
の
支
払
い
は
２
月
分
〜
５

月
分
の
手
当
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
現
況
届
の
提
出
は
不
要
で

す
。
た
だ
し
、
10
月
に
届
出
・
申
請
な

ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73-

３
１
２
１

統
合
失
調
症
の
方
の
暮
ら
し
応

援
セ
ミ
ナ
ー

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
前
後
の
方

が
自
ら
命
を
断
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
み

や
つ
ら
さ
を
抱
え
て
暮
ら
す
ご
遺
族
の

心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

６
月
２
日
（
木
）

　

14
時
〜
16
時

● 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

大
切
な
人
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

　

統
合
失
調
症
で
治
療
中
の
方
を
対
象

に
、
地
域
生
活
に
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
能
力
や
生
活

の
質
の
向
上
を
図
り
、
社
会
復
帰
の
促

進
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

● 

と
き　

６
月
22
日
（
水
）
・
７
月
６

日
（
水
）
・
７
月
20
日
（
水
）
・
８

月
３
日
（
水
）　

13
時
30
分
〜
16
時

● 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
限　

６
月
10
日
（
金
）

● 

問
合
先　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６



城
下
か
れ
い
祭
り
・
３
つ
の
話
題

か
れ
い
料
理
は
美
味
で
し
た
か

　

第
26
回
城
下
か
れ
い
祭
り
が
14
・
15
日
の

両
日
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、町
内
外
か
ら
３
万

７
千
人
余
の
方
々
が
会
場
周
辺
部
を
訪
れ
、

主
会
場
の
日
出
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
テ

ン
ト
内
で
は
次
々
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、ま
た
周
り
に
は
出
店
に
よ
る
地

場
産
品
の
販
売
も
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

２
年
目
を
迎
え
た
日
出
港
で
の
ブ
リ
丼
の

販
売
や
、例
年
実
施
さ
れ
て
い
る
別
府
湾
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

祭
り
実
行
委
員
会
で
は
東
日
本
の
大
震
災

を
受
け
て
花
火
大
会
を
中
止
。消
防
団
に
よ

る
餅
つ
き
で
な
ど
各
所
で
東
日
本
支
援
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、燃
料
の
高
騰
を
受
け
て
海
上
パ
レ

ー
ド
で
の
稚
魚
放
流
を
止
め
、海
岸
か
ら
の

放
流
に
変
更
し
ま
し
た
。意
外
に
も
海
岸
か

ら
の
放
流
は
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
大
変

好
評
で
多
く
の
方
々
が
放
流
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

恒
例
の
城
下
か
れ
い
ミ
ニ
懐
石
賞
味
会

は
、町
内
４
専
門
料
理
店
で
格
安
の
料
金
で

味
わ
え
る
と
あ
っ
て
例
年
ど
お
り
大
人
気
で

し
た
。

　

今
回
は
事
前
予
約
制
に
し
た
と
こ
ろ
千
食

分
は
す
ぐ
に
完
売
。そ
の
た
め
、両
日
と
も
追

加
販
売
を
し
、合
計
１
０
９
０
食
の
ミ
ニ
懐

石
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、ど
の
よ
う
に
し
て
食
券
を
販
売
す

る
か
を
検
討
し
ま
す
。事
前
予
約
か
、あ
る
い

は
当
日
売
り
か
、あ
る
い
は
そ
の
折
中
案
か

で
す
。今
回
は
大
半
を
事
前
予
約
制
に
し
、そ

し
て
食
事
時
間
も
事
前
指
定
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
売
り
は
長
い
待
ち
時
間
に
苦
情
、予

約
制
は
外
れ
た
ら
食
事
の
楽
し
み
が
な
い
な

ど
、い
ろ
い
ろ
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
。良
い

案
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

協
賛
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
が
開
か
れ
る

　

毎
年
城
下
か
れ
い
祭
り
に
協
賛
し
て
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
、弓
道
大
会
、少
年
剣
道
大
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、早
朝
か
ら
町
内
の

多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、親
睦
交
流
の

な
か
に
も
熱
心
に
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、弓
道
大
会
は
、例
年
ど
お
り
日
出
町

弓
道
会
の
主
催
の
下
、外
国
人
競
技
者
も
参

加
す
る
中
、県
下
各
地
か
ら
１
６
０
名
が
参

加
し
て
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

一
般
男
子
、一
般
女
子
、高
校
生
の
皆
さ
ん

が
、袴
姿
の
服
装
で
威
儀
を
正
し
た
開
会
式
、

矢
渡
し
の
行
事
、そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
な
か

に
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
所
作
、矢
を
射

て
的
に
あ
て
る
一
連
の
所
作
を
通
し
心
身
の

鍛
錬
を
す
る
日
本
の
武
道
の
一
端
に
触
れ
ま

し
た
。　

　

町
内
の
原
野
小
夜
子
さ
ん
の
一
般
女
子
優

勝
は
見
事
で
し
た
。

　

１
週
間
遅
れ
で
５
月
21
日
、各
地
か
ら
11

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
、少
年
剣
道
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、小
学
生
、

中
学
生
が
学
年
別
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

試
合
を
し
ま
し
た
。一
見
し
て
小
さ
な
可
愛

ら
し
い
少
年
少
女
が
、い
っ
た
ん
防
具
で
身

を
整
え
試
合
に
臨
む
と
素
晴
ら
し
い
気
迫
で

試
合
に
立
ち
向
か
う
姿
に
び
っ
く
り
。

　

大
会
運
営
は
、県
剣
道
連
盟
と
同
速
見
支

部
会
員
が
主
催
し
審
判
に
あ
た
り
、計
時
を

高
校
生
・
中
学
生
が
、そ
し
て
進
行
を
保
護
者

が
担
当
、剣
道
関
係
者
が
一
体
に
な
り
立
派

に
行
っ
て
い
る
姿
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

開
業
準
備
も
整
い
的
山
荘
の
内
覧
会

　

的
山
荘
は
、昨
年
３
月
31
日
か
ら
日
出
町

の
所
有
と
な
っ
て
以
来
、今
日
ま
で
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て
種
々
の
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、４
月
１
日
を
も
っ
て
大
分
市

に
本
社
を
置
く「
㈱
ま
る
ひ
で
」を
指
定
管
理

者
と
定
め
、日
出
町
に
代
わ
っ
て
経
営
に
当

た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
上
の
詳
細
な
取
り
決
め
、打
ち
合
わ

せ
を
終
え
、従
業
員
の
採
用
、調
理
場
の
改

修
、調
度
品
の
確
保
な
ど
諸
般
の
準
備
も
整

っ
た
た
め
、５
月
10
日
12
時
か
ら
関
係
者
を

招
待
し
、内
覧
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
か
ら
は
指
定
管
理
者「
㈱
ま
る

ひ
で
」と
し
て
独
自
に
的
山
荘
の
経
営
に
当

た
り
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
昼
夜
に
わ
た
っ
て

料
亭
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

か
れ
い
料
理
の
的
山
荘
と
し
て
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、今
後
大
い
な
る
発
展
を
期
待
し
ま

す
。ま
た
食
の
殿
堂
と
し
て
、地
場
産
品
の
消

費
拡
大
、日
出
町
の
紹
介
宣
伝
、地
域
文
化
に

大
き
く
貢
献
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
立
地
起
工
式

　

的
山
荘
の
内
覧
会
の
後
、引
き
続
い
て
午

後
１
時
か
ら
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
立
地
起
工
式

が
オ
リ
ッ
ク
ス
、ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
両
社
に

よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
６
６
４
８
㎡
に
３
３
１
５
㎡
の

建
屋
を
建
設
、駐
車
場
１
０
５
台
を
設
け
、家

電
販
売
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。パ
ー
ク

プ
レ
イ
ス
大
分
本
店
、わ
さ
だ
タ
ウ
ン
店
、宇

佐
店
、佐
伯
店
、日
田
店
に
次
い
で
日
出
店
は

県
内
で
は
６
店
目
と
な
り
ま
す
。

　

日
出
店
の
営
業
地
域
は
、別
府
市
、杵
築

市
、国
東
市
な
ど
広
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、亀
の
井
ホ
テ
ル
大
分
日
出
の
起

工
式
は
３
月
24
日
、午
前
10
時
か
ら
ホ
テ
ル
、

工
事
業
者
、町
な
ど
関
係
者
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。以
前
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、敷

地
面
積
３
３
３
９
㎡
に
９
階
建
て
、部
屋
数

１
９
８
室
と
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
を

併
設
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、平

成
24
年
２
月
頃
の
開
業
を
予
定
し
て
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。亀
の
井
ホ
テ
ル
、ケ
ー
ズ
デ

ン
キ
の
工
事
着
工
で
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

日
出
暘
谷
高
校
跡
地
の
活
用
が
具
体
的
に
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
を
は
じ
め
町
政
の
各
般
で
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
53

日
出
町
長

工
藤　

義
見



定 期 相 談
新刊案内
「かがみのもり」
  大崎　梢　著　光文社　刊

「今日の野菜」
   葭谷　麻利子　著　ソフトバン
ククリエイティブ（株）　刊

図書館だより

　神社の裏山で奥宮を見つけ
た。降りかかるピンチの連続に
お宝を守れるか。

　下ごしらえから冷凍のコツ。
丸ごと体に生かすための保存法
やレシピを紹介。

６月の休館日　　　6・12・13・20・26・27・30日

読み聞かせ
【ブーフーウーによる読み聞かせ】
　　とき　6月 11日（土）・25日（土）
　　　　　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学生低学年

【ふむふむによる読み聞かせ】
　　とき　6月 24日（金）11時～ 11時 30分
　　対象　0歳～ 5歳くらいまで

問合先　　萬里図書館☎ 72－ 2851

「空気は読まない」
  鎌田　實　著　光文社　刊

「おじさん　おばさん論」
  海野　弘　訳　幻戯書房　刊

　まわりから浮いたってい
い。空気をかきまわせ。この
時代に贈る熱いエール。

　馬鹿にされている「おじさ
ん・おばさん」を、歴史や文
学、映画など芸術作品から見直
す。

●行政相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　6月7日（火）10時～15時
問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　6月14日（火）10時～15時
問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと・行政合同相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　6月21日（火）10時～15時

●障がい児・者等支援相談
相談先　 社会福祉法人「みのり村」み

のり障がい者生活支援センタ
ー　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72－1682（受付時間
：8時～17時）

●高齢者総合相談
相談先　 日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）
　　　　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
相談先　福祉対策課　☎73－3121
　
●いつでも子育てほっとライン
相談ダイヤル　☎097－545－0110
　　　　　　（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
ところ　 日出町保健福祉センター　相

談室
と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

費　用　 30分につき5,000円（収入が
一定以下の方及び多重債務の
相談は無料）

申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　☎097－536－1458
＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では
毎月第2・3・4木曜日に開催してい
ます。



提
供
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

成
長
す
る
機
会
を
創
り
だ
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼ 

募
集
締
切　

６
月
17
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

▼
応
募
資
格

○ 

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
国
籍
は
問

い
ま
せ
ん
。

○ 

６
月
17
日
（
金
）
時
点
で
20
歳

以
上
40
歳
未
満
の
方
。

（  
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
メ
ン
バ
ー

全
員
が
条
件
を
満
た
す
こ
と
）

（ 

但
し
、
日
本
在
住
で
日
本
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

な
方
に
限
り
ま
す
）

▼ 

応
募
用
紙
送
付
・
問
合
先　

B
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T
☎
22-

３

５
６
０

試 

験

消
防
設
備
士
試
験

　

願
書
は
６
月
９
日
（
木
）
か

ら
、
県
下
各
消
防
（
局
）
本
部
等

に
て
配
布
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
４
日
（
日
）
10
時

▼
と
こ
ろ　

日
本
文
理
大
学

▼
試
験
種
類　

全
類

▼
願
書
受
付
期
間

○ 

電
子
申
請　

７
月
５
日
（
火
）

〜
16
日
（
土
）

○ 

書
面
申
請　

７
月
８
日
（
金
）

〜
19
日（
火
）

▼ 

提
出
・
問
合
先　

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
☎
０

９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

講 

座

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

県
が
行
う
狩
猟
免
許
試
験
の
受

講
者
を
対
象
に
予
備
知
識
を
高
め

る
た
め
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容　

法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判

別
、
猟
具
の
取
扱
い
、
実
技

▼ 
申
込
・
問
合
先　

速
見
郡
猟
友

会
事
務
局　

吉
高
祐
輔
☎
72
‐

５
８
４
０

パ
ソ
コ
ン
研
修
「
IT
指
導
出

張
サ
ー
ビ
ス
」

　

ご
希
望
の
内
容
を
お
伺
い
し

た
上
で
、
講
師
が
出
向
い
て
IT
指

導
を
行
い
ま
す
。
受
講
料
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

　

内
容
、
日
時
等
、
ま
ず
は
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象　

県
内
の
事
業
所
（
従
業

員
30
名
未
満
）

▼ 

実
施
期
間　

６
月
１
日
（
水
）

〜
９
月
30
日
（
金
）

▼ 

問
合
先　

富
士
通
エ
フ
・
オ

ー
・
エ
ム
株
式
会
社
☎
０
１
２

０
‐
４
２
９
‐
１
０
５

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
画
像
加
工
講
座
】

○ 

と
き　

７
月
５
・
12
・
19
・
26

日
（
火
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
】

○ 

と
き　

７
月
７
・
14
・
21
・
28

日
（
木
）
10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ワ
ー
ド
応
用
講
座
】 

○ 

と
き　

７
月
１
・
８
・
15
・
22

日
（
金
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

６
月
24
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

　

 

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出
☎
75
‐

８
６
３
７

募 

集
BEPPU

　

ART　
AW
ARD

2011

　

新
し
い
才
能
と
可
能
性
を
持
つ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
発
掘
し
応
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
既
存
の
芸
術
領
域
を
拡
張
す

る
、
独
創
的
で
挑
戦
的
な
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
規
定
の
応
募
用
紙

をB
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T

の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

み
の
受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼ 

募
集
期
間　

６
月
６
日
（
月
）

〜
７
月
８
日
（
金
）
当
日
消
印

有
効

▼
賞　

○
グ
ラ
ン
プ
リ　

１
名

○
賞
金　

１
０
０
万
円

▼ 

応
募
用
紙
送
付
・
問
合
先　

B
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T

☎
22
‐

３
５
６
０

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

スKASH
IM
A2011

　

熱
意
と
意
欲
を
持
っ
た
若
手
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
、
日
常
生
活
か
ら

離
れ
て
滞
在
制
作
で
き
る
環
境
を

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

まちの掲示板



精
神
保
健（
う
つ
病
）家
族
教
室

　

う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
ご
家

族
を
対
象
に
、う
つ
病
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、ご
本
人
を
ど
う
支

え
て
い
く
か
等
を
ご
家
族
同
士
で

学
べ
る
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
無
料
。定
員
40
名
。事
前
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

【
１
日
目
】　

●
と
き　

６
月
29
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

● 

内
容　

う
つ
病
の
知
識
に
つ
い

て
／
家
族
の
現
状
に
つ
い
て

【
２
日
目
】

● 

と
き　

７
月
13
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

● 

内
容　

体
験
発
表
／
家
族
の
心

の
健
康
に
つ
い
て

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
締
切　

６
月
20
日（
月
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５

２
７
６

相 

談

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
電
話

に
よ
る
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼ 

と
き　

６
月
27
日
（
月
）
〜
７

月
３
日
（
日
）

○
平
日　

８
時
30
分
〜
19
時

○
土
日　

10
時
〜
17
時

▼ 
相
談
内
容　

い
じ
め
、
体
罰
、

児
童
虐
待
、
児
童
売
春
な
ど
子

ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題

▼ 

電
話
番
号　

０
１
２
０
‐
０
０

７
‐
１
１
０

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局
☎

０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８

無
料
労
働
相
談

　

労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
、

労
働
に
関
す
る
相
談
を
弁
護
士
な

ど
が
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳

守
。
相
談
無
料
。
予
約
不
要
。

▼ 

と
き　

６
月
22
日
（
水
）
13
時

15
分
〜
16
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館

▼ 

問
合
先　

大
分
県
労
政
・
相
談

情
報
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５

３
２
‐
３
０
４
０

そ
の
他

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で

豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
く

だ
さ
る
方
の
こ
と
で
、
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
子
ど
も
を
里
親
に
委
託

す
る
期
間
も
、
数
日
か
ら
数
年
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
子
ど
も
を
お
盆
や
お
正
月
に

預
か
る「
ト
ラ
イ
ア
ル
里
親
」も
募

集
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
１
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

▼ 

と
こ
ろ　

役
場
新
館
３
階
３
３

３
会
議
室

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



▼ 
問
合
先　

大
分
県
中
央
児
童
相

談
所
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２

０
１
６

ま
な
び
の
広
場

「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
」

　

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

①
電
子
メ
ー
ル
②
往
復
ハ
ガ
キ
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。実
施
教
室
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
各
小
学
校
に

配
布
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

と
き　

７
月
24
日
（
日
）
10
時

〜
15
時

▼ 

と
こ
ろ　

県
立
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

▼ 

申
込
期
間　

６
月
20
日（
月
）〜

７
月
11
日（
月
）

＊ 

教
室
別
に
先
着
順
に
な
り
ま
す

の
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
立
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
☎
22
‐

７
７
６
３

福
祉
・
介
護
の
職
場
を
体
験

　

福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
を

　

５
月
19
日
現
在
、日
出
町
に
集
ま

っ
た
義
援
金
の
総
額
は
１
６
，２
４

７
，７
０
８
円
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、４
月
２
日
〜
５
月

19
日
ま
で
に
１
万
円
以
上
の
義
援

金
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
区
回
覧
に
よ
る
義
援
金
総
額

 

６
，７
９
９
，８
６
９
円

歴
代
企
画
振
興
課
一
同

 

７
７
，２
７
８
円

日
出
地
区
区
長
会

 

１
３
０
，０
０
０
円

上
野
幸
大 

１
０
，０
０
０
円

日
出
中
央
区 

１
０
０
，０
０
０
円

ウ
ェ
ル
フ
ァ
豊
岡 

１
５
，５
３
８
円

大
峯
老
人
ク
ラ
ブ 

２
０
，０
０
０
円

西
の
二
実
行
組
合 

１
６
，０
０
０
円

伊
東
マ
ス
ヨ 

１
０
，０
０
０
円

坪
田
京
子 

１
０
，０
０
０
円

太
極
拳
教
室 

１
８
，７
４
０
円

太
田
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

 

４
２
，１
７
９
円

清
末
暉
彦 

１
０
，０
０
０
円

河
野
一
幸 

３
１
，９
０
７
円

日
出
町
自
衛
隊
父
兄
会　

 

１
０
０
，０
０
０
円

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
日
出
支
店

 

３
３
，５
２
５
円

安
部
君
子　
　
　

２
０
，０
０
０
円

長
石
修
宏　
　
　

１
１
，１
０
０
円

佐
藤
逸
子　
　

１
０
０
，０
０
０
円

日
出
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ　

 

１
４
０
，０
０
０
円

お
く
ど
市
出
店
者
一
同　

 

１
０
０
，１
８
０
円

目
代
真
之 

５
０
，０
０
０
円

竹
友
哲
夫 

２
０
，０
０
０
円

日
出
町
更
生
保
護
女
性
会　

 

２
５
，０
０
０
円

山
田
湧
水
関
係
者

 

１
０
０
，０
０
０
円

後
藤
繁
明 

３
０
，０
０
０
円

（
有
）大
分
フ
ァ
ー
ム　

 

３
０
０
，０
０
０
円

日
出
町
管
工
事
組
合

 
３
０
，０
０
０
円

長
野
晴
一 
１
０
，０
０
０
円

福
田
洋
子 

１
０
，０
０
０
円

（
株
）ベ
ッ
キ 

１
０
０
，０
０
０
円

（
株
）府
内
環
境
セ
ン
タ
ー　

 

１
０
０
，０
０
０
円

藤
井
末
男 

２
０
，０
０
０
円

日
出
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会　

 

１
３
１
，１
３
１
円

介
護
施
設
ジ
ュ
エ
ル
藤
原
及
び

職
員
一
同 

３
４
，２
９
９
円

柿
本
自
動
車 

２
０
０
，０
０
０
円

町
内
全
小
中
学
校

 

５
０
４
，１
３
７
円

豊
の
船
の
会 

３
０
，０
０
０
円

笠
置
一
郎 

２
０
，０
０
０
円

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド　

 

２
８
０
，７
０
９
円

大
分
電
子
工
業（
株
）

 

１
５
０
，０
０
０
円

大
分
電
子
工
場（
株
）社
員
一

 

１
５
０
，０
０
０
円

川
崎
地
区
公
民
館

 

７
８
，９
６
５
円

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
・
お
も
し
ろ
ク

ラ
ブ 

１
０
，０
０
０
円

日
出
町
職
退
職
者
Ｏ
Ｂ
会　

 

１
０
０
，０
０
０
円

日
出
町
サ
ッ
カ
ー
協
会　

 

１
０
，０
０
０
円

日
出
町
消
防
団 

８
５
，６
３
１
円

大
神
地
区
公
民
館 

４
７
，１
３
３
円

日
出
地
区
公
民
館 

３
０
，２
９
５
円

藤
原
地
区
公
民
館 

４
４
，７
６
６
円

日
出
町
社
交
ダ
ン
ス
連
絡
会　

 

５
７
，２
１
９
円

日
の
出
の
郷 

６
６
，６
０
１
円

安
部
君
子 

１
０
，０
０
０
円

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
義
援
金

夏のご法要相談会開催

まちの掲示板



お
持
ち
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
結
構
で
す
。
参
加
費
無
料
。

▼ 

体
験
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜

翌
年
２
月
29
日（
水
）の
内
、原

則
３
日
か
ら
５
日
間（
ご
本
人

の
希
望
を
尊
重
）

▼
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
施
設

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５

５
２
‐
７
０
０
０

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

　

日
出
町
で
は
、
定
期
的
な
水
質

検
査
や
老
朽
管
の
更
新
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆

様
に
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
蛇
口
は
し
っ
か
り
閉
め
よ
う
。

○ 

漏
水
防
止
の
た
め
メ
ー
タ
ー
を

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

▼ 

問
合
先　

上
下
水
道
課
☎
73
‐

３
１
３
４

求 

人

【
正
社
員
】

●
正
看
護
師
４
人
●
携
帯
電
話
販

売
員
１
人
●
調
理
員
１
人
●
介
護

職
１
人
●
臨
床
工
学
技
士
２
人
●

経
理
事
務
員
・
監
査
事
務
員
１
人

●
訪
問
介
護
２
人
●
精
密
金
型
部

品
製
作
１
人
●
配
管
工
１
人
●
事

務
員
１
人
●
営
業
２
人
●
接
客
係

２
人
●
警
備
員
５
人
●
改
札
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

（
契
約
社
員
）
１
人
●
工
場
責
任

者
１
人
●
登
録
販
売
者
２
人

【
パ
ー
ト
】

●
清
掃
員
３
人
●
訪
問
介
護
６
人

●
障
が
い
者
・
高
齢
者
宅
の
訪
問

登
録
ヘ
ル
パ
ー
５
人
●
洗
い
作

業
・
出
荷
作
業
２
人
●
客
室
清
掃

１
人
●
フ
ロ
ン
ト
１
人
●
ク
リ
ー

ン
ク
ル
ー
１
人
●
正
・
准
看
護
師

１
人
●
採
点
・
学
習
指
導
の
補
佐

１
人
●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
４
人
●

接
客
・
調
理
10
人
●
惣
菜
調
整
工

１
人
●
調
理
員
１
人
●
登
録
販
売

者
３
人
●
販
売
員
７
人
●
鮮
魚
ス

タ
ッ
フ
１
人
●
薬
剤
師
５
人
●
介

護
職
員
１
人

▼ 
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９　

日
出
町
商

工
観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

松
尾　

咲さ

お音
（
雅
文　

是
城
）

竹
尾　

咲さ
く
と人
（
和
之　

中
の
二
）

小
山
田
綜そ
う
ま馬
（
哲
平　

中
の
三
）

阿
部　

真ま

み美
（
真
司　

中
の
三
）

山
村　

晴は
れ
た
か誠
（
哲
仁　

西
の
二
）

阿
部　

希の
ぞ
み美
（
恭
征　

西
の
二
）

山
中　

颯そ
う
ま真
（
康
弘　

日
出
本
町
）

増
田
こ
は
る
（
雄
太　

佐
尾
）

石
堂　

佑ゆ

か佳
（
哲
男　

上
仁
王
）

畠
山　

徠ゆ
き
な愛
（
知
也　

上
仁
王
）

目
代　

真ま

き稀
（
修
平　

東
仁
王
）

渡
邉　

芽め

い生
（
隆
志　

南
部
）

安
倍　

広こ
う
せ
い晴
（
豊
陽　

辻
の
尾
）

⻆
田　

瑠る

お桜
（
康
平　

内
野
）

本
田　

南な

ほ朋
（
真
一
郎　

内
野
）

大
東　

咲さ
く
ら良
（
篤
史　

大
神
中
央
）

原　

瑠る

み

か

実
花
（
昌
弘　

高
尾
）

宇
留
嶋
乙ひ

め姫
（
雅
章　

原
山
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

河
内　

茂
登
（
85　

目
刈
）

山
口
智
津
子
（
74　

西
の
三
）

合
原
ケ
サ
子
（
87　

若
宮
）

藤
井
ヤ
ヱ
子
（
89　

下
町
）

立
花　

國
雄
（
88　

上
仁
王
）

藤
澤　

利
子
（
69　

上
仁
王
）

安
部　

𠮷
光
（
85　

内
堀
）

渡
邉　

通
夫
（
84　

一
北
）

久
米　

讓　

（
91　

一
北
）

田
中　

竹
美
（
82　

一
北
）

田
北　

徹
子
（
74　

千
騎
）

阿
部　

學　

（
88　

平
原
）

渡
邉　

文
男
（
82　

真
那
井
）

＊
以
上
４
月
届
出
分（
敬
称
略
）

　

７
月
24
日
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が

終
了
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
相
談
用
専
用
電

話
を
次
の
場
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
日
程
で
ス
タ
ッ
フ

が
面
接
に
よ
り
相
談
を
受
け
る
窓

口
を
設
置
し
ま
す
。　
　

　

ど
ち
ら
も
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
用
専
用
電
話
設
置
場
所

○ 

役
場
１
Ｆ　

６
月
27
日
〜
８
月

26
日
（
平
日
の
み
）

○ 

中
央
公
民
館　

６
月
27
日
〜
８

月
26
日
（
全
日
）

●
面
談
型
相
談
窓
口

○ 

役
場
１
Ｆ　

６
月
27
日
〜
７
月

１
日
（
平
日
の
み
）

● 

問
合
先　

総
務
省
大
分
県
テ
レ

ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
４
８
‐
６
０
１
０

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準

備
は
お
済
み
で
す
か

地
デ
ジ
の
無
人
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し

ま
す

国民年金追納制度
さかのぼって納めることができます

　免除の承認を受けた期間は、基礎年
金の年金額を計算するときに、一部算
入されますが保険料を全額納めた期間
と比べて減額となります。
　また、若年者納付猶予や学生納付特
例制度の承認を受けた期間について
は、老齢基礎年金の年金額に反映され
ません。
　将来年金額を満額に近づけるため
にも、さかのぼって納めることができ
る（追納制度）をお勧めします。
　なお、追納できる期間は10年以内と
なっています。

問合先　住民課年金係☎73‐3122
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印
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／
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Ju
n
e

思
い
出
探
し
隊
隊
長
と
し
て
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,637 （＋ 27） ＋ 27
　　　 男 13,685 （＋ 6） ＋ 6
　　　 女 14,952 （＋ 21） ＋ 21

世帯数 11,485 （＋ 37） ＋ 37

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 1）
（＋ 23）
（＋ 6）
（＋ 6）
（－ 3）
（－ 4）

316
7,251
5,878
3,833
5,839
5,520

平成23年5月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　

新
燃
岳
の
噴
火
や
東
日

本
大
震
災
の
際
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

た
尾
畠
さ
ん
。
「
今
の
自

分
が
あ
る
の
は
周
り
の
人

の
お
か
げ
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
れ
ば
手
を
差
し
の

べ
る
の
は
あ
た
り
前
」
と

話
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
、
宮

城
県
南
三
陸
町
に
も
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

　

尾
畠
さ
ん
は
５
年
前
、

自
分
の
体
力
が
ど
の
く
ら

い
も
つ
の
か
試
し
た
い
と
日
本
縦
断
の
旅
を
し
ま

し
た
。

　

南
三
陸
町
で
寝
袋
を
干
し
て
い
る
と
、
散
歩
途

中
の
牧
野
八
千
子
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
混
ぜ
ご
飯
を
た
く
さ
ん
振
る
舞
っ
て
も
ら

っ
た
そ
う
で
す
。
「
と
に
か
く
う
れ
し
か
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
も
友
人
と
し

て
、
手
紙
の
や
り
と
り
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
尾
畠
さ
ん
が
南
三
陸
町
に
駆
け
つ
け
た

の
は
、
牧
野
さ
ん
の
安
否
確
認
を
す
る
た
め
で
し

た
。
震
災
後
連
絡
が
取
れ
ず
、
い
て
も
た
っ
て
も

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
事
が
確
認
で
き
る
と

二
人
は
抱
き
合
っ
て
再
会
を
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
も
現
地
に
留
ま
り
、
「
思
い
出
探
し
隊

隊
長
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
ま
し

た
。
が
れ
き
を
か
き
分
け
な
が
ら
ア
ル
バ
ム
や
写

真
、
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
被

災
者
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

品
を
探
し
ま
し
た
。
被
災
地

で
過
ご
し
た
１
カ
月
、
「
宮

城
県
の
人
間
だ
と
い
う
気
持

ち
で
作
業
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。
少
し
で
も
被
災
者

の
気
持
ち
に
近
づ
き
た
い
と

の
思
い
か
ら
で
す
。

　

過
酷
な
状
況
の
中
で
の
作

業
で
し
た
が
、
泣
き
言
を
い

う
隊
員
は
誰
一
人
い
ま
せ
ん

で
し
た
。「
み
ん
な
一
つ
で
も

多
く
の
思
い
出
を
見
つ
け
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ

っ
た
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　

４
月
26
日
に
被
災
地
を
後
に
し
、
一
旦
日
出
町

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。「
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
る
。
近
い
う
ち
必
ず
被
災
者
の
元
に
戻
り

ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
が
そ
こ
に
い
る
か
ら
」
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　政策推進課広報広聴係

☎ 73‐3116　
FAX 72‐7294　

尾畠　春夫（71）　内野

がれきの中から見つけた被災者の思い出の品


